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決 算 審 査決 算 審 査

決算審査決算審査
特別委員会特別委員会

全会一致で決算を認定

　　第３回定例会で提出された令和６年度一般会計・特別会計の決算は、議会選出
託し、３日間にわたり審査した結果、以下の意見を付し決算を認定しました。

事業の執行状況と適 切な運営をチェック
の監査委員を除く11名の議員で構成する決算審査特別委員会に付

令和６年度
令和６年度

決算決算
認定認定

　外部の知見を知り、町づくりを活性化さ
せる上で有効な取り組みである。しかし、
時期や人材の選定を誤ると効果はなく無用
な仕事を増やすことにつながりかねない。
アドバイザーの評価・選定と効果や導入の
時期、担当課の業務量など総合的に判断す
る事を求める。

　契約書に不明確な部分があり事業が進ん
でいない。現在は顧問弁護士が入り変更契
約の協議中である。町は、全く新しい事業
の採用に際して、経験や対応できる知識な
どない中で堆肥化事業の導入ありきで取り
組みを進めてきた結果である。議会も本事
業を十分にチェックする役割を果せておら
ず、猛省すべき案件である。

　事業名は、稲取温泉場の景観整備を行うた
めの業務委託であるが、成果品では、「町と
稲取のコンセプトと３つのテーマ」の中に「温
泉場テーマ」をまとめただけの報告だった。
これでは、契約・仕様書と成果品に乖離があ
る。町長もメンバーとして入っており、町長
には猛省を促すものである。

各種アドバイザーの活用について提言
1

　町民ボランティアの運転者確保に課題が
あり、現行は13名。そのため、勤務中な
ど役場職員の協力で事業が運営されてい
る。一つの方法に拘ることなく、利用者と
ボランティアの運転者にも喜ばれる事業を
目指して、課題を解決するように検討され
たい。

ノッカルひがしいずについて提言
2

ごみ堆肥化業務委託について提言
3

稲取温泉場景観整備業務委託について提言
4

　予算は熱川温泉の活性化イベントと観光
交流経費がバラバラに計上されて事業の実
態が把握できない。台湾関連予算の総額は、
10,203,166円であった。事業の性格から、熱
川九份イベント関連費用と台湾観光交流経費
は、分かりやすく予算計上をすることを求め
る。

九份など台湾関連予算について提言
5

　浄水場の老朽化、低い水道管の耐震率か
ら水道施設の更新は待ったなしの状況であ
る。水道料金の見直しは、必須の課題となっ
ている。料金改定に対する現状と課題を画
像なども使い、町民に知らせる特別な努力・
取り組みを進められたい。

水道料の改定について提言
6
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定 例 会定 例 会

西垣　敦子氏
　町のDX推進、防災マニュアル作成
森田　創氏
　グリーンスローモビリティ実証実験
二宮　桃子氏
　学校統合に関して町の事業を進めるための
アドバイザーへの謝礼

地域づくりアドバイザー謝礼1Pickup

89万円 700万円
熱川温泉場張出床版撤去計画設計業務委託3Pickup

　物価高騰による子育て世帯の負担を
軽減するため令和７年12月から令和
８年３月までの４か月分の給食費を無
償にします。

給食費助成費用2Pickup

1,350万円

　国の補助金を受けて静岡県として一括
購入したことにより、費用を抑えること
ができました。

児童生徒学習用パソコン480台購入4Pickup

2,130万円

食費一時的に無償に
　　　９月９月
定例会定例会

定例会の定例会の
あらましあらまし

一般会計補正予算ほかを可決

物価高騰に伴い給
　令和７年第３回定例会は９月10日～30日までの21日間の日
改正８件を含む計25件が提出され、審議の結果すべて原案どお

程で開催し、令和６年度一般会計歳入歳出決算認定ほか、補正予算６件、条例
り可決しました。 

　老朽化により補修活用が困難なため撤
去し、車両通行などはその後に検討しま
す。

議案第56号東伊豆町水道事業会計補正予算（第２号）に対する附帯決議

附帯決議書

１．新浄水場建設候補地購入に関する予算の執行については、今
後の議会への事前説明及び同意を得た上でおこなうこと。

２．新浄水場の建設は、地元住民の好意と協力があってはじめて
円滑に進められるものと理解している。事業遂行にあたって
は住民への説明の機会を十分に設け、理解不足による軋轢等
を生まないように、しっかりと準備を行うこと。



7 6令和７年10月号 No.321 ひがしいず議会だより 令和７年10月号 No.321 ひがしいず議会だより

ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

近年増えている倒木

Ｑ

Ａ
道路沿いの危険木の伐採に補助制度を
危険木の定義や相談窓口等の制度設計とあわせ検討

文化公園前の交差点

Ｑ

Ａ
スマホ片手に歩く外国人観光客への対応は
キャリーバッグの預り等、安全に歩ける方策を検討

　
　

外
国
人
観
光
客
が
多

く
、
大
き
な
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ

ク
を
引
き
ス
マ
ホ
を
見
な
が

ら
ホ
テ
ル
を
検
索
し
て
い
て

危
険
だ
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

多
言
語
の
案
内
看
板
を
考
え

た
ら
ど
う
か
。

　
　
色
々
な
国
の
人
が
来
て

お
り
、
案
内
看
板
に
多
言
語

対
応
は
難
し
い
。
そ
こ
で
ま

だ
検
討
段
階
で
は
あ
る
が
、

駅
で
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
行
い

荷
物
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
な

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
関

係
者
と
協
議
し
て
い
る
。

　
　
重
た
い
荷
物
が
な
く
な

れ
ば
、
身
軽
に
な
っ
て
街
の

中
を
散
策
し
て
も
ら
え
、
や

さ
し
い
町
と
し
て
喜
ば
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

　
　
町
で
は
、
街
の
中
を
走

る
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
を
考
え
て
い
る
。
手
を

上
げ
た
ら
止
ま
っ
て
く
れ
て

乗
れ
る
車
で
ゆ
っ
く
り
街
を

見
て
も
ら
う
、
町
民
と
観
光

客
が
乗
れ
る
巡
回
型
で
の
実

証
実
験
を
実
施
予
定
。

　
　
街
の
中
を
大
き
な
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
が
道
路
の
真

ん
中
を
走
り
、
カ
ー
ブ
な
ど

で
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
場
面
が
あ

る
。
そ
こ
で
カ
ー
ブ
な
ど
に

白
色
中
央
線
を
引
く
な
ど
の

対
応
が
で
き
な
い
か
。

　
　
国
が
示
す
基
準
に
よ
り

幅
員
が
5.5
Ｍ
な
け
れ
ば
中
央

線
は
引
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
温
泉
場
の
公
園
前
の
三

叉
路
が
幅
が
広
く
な
っ
て
い

て
見
分
け
が
わ
か
ら
な
い
。

　
　
現
地
確
認
の
上
、
可
能

な
対
応
に
つ
い
て
関
係
者
と

協
議
し
た
い
。

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

　
　

道
路
沿
い
の
民
有
地
で
、

倒
れ
た
場
合
に
危
険
を
及
ぼ
す

枯
れ
木
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の

相
談
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。
ま

た
そ
の
対
応
は
。

　
　

支
障
木
全
般
の
相
談
は
令

和
６
年
度
14
件
、
令
和
７
年
度

15
件
。
そ
の
う
ち
倒
木
に
つ
い

て
は
令
和
６
年
度
９
件
、
令
和

７
年
度
11
件
が
該
当
。
対
応
に

つ
い
て
は
、
現
地
確
認
の
上
現

状
を
所
有
者
に
通
知
し
、
伐
採

等
の
対
応
を
依
頼
す
る
形
と
な

る
。

　
　

倒
木
が
発
生
し
交
通
に
支

障
を
き
た
し
た
場
合
は
。

　
　

道
路
管
理
者
と
し
て
早
急

に
撤
去
、
安
全
な
通
行
が
可
能 導入した堆肥化の機械

Ｑ

Ａ
堆肥化のプロジェクトの進捗は
契約見直しが未了のため、一時停止している

　
　

堆
肥
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
と
課
題
は
。

　
　

令
和
６
年
１
月
に
委
託
契

約
を
結
び
ス
タ
ー
ト
。
機
械
設

置
は
半
導
体
不
足
等
で
遅
れ
、

同
年
７
月
に
完
了
。

　

そ
の
後
、
消
防
設
備
整
備
を

経
て
稼
働
を
開
始
し
、
令
和
７

年
度
は
暫
定
的
に
稼
働
を
行

い
、
約
20
㌧
の
食
品
残
渣
を
処

理
し
18
㌧
の
堆
肥
を
製
造
し

た
。
た
だ
し
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

と
の
収
集
運
搬
費
用
の
負
担

や
、
事
業
者
と
の
契
約
見
直
し

が
未
了
の
た
め
、
一
時
停
止
し

て
い
る
。
契
約
改
訂
は
年
内
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

笠
かさ

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

　
　

農
業
法
人
と
有
機
野
菜
栽

培
の
計
画
は
。

　
　

町
は
株
式
会
社
グ
リ
ー

ナ
ー
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
、
堆
肥
を
活
用
し
た
有
機
栽

培
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

登
録
を
進
め
る
計
画
。
旅
館
か

ら
出
る
残
渣
を
堆
肥
化
し
、
そ

の
堆
肥
で
育
て
た
野
菜
を
観
光

客
に
提
供
す
る
循
環
型
モ
デ
ル

を
想
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
堆

肥
化
が
停
滞
し
て
い
る
た
め
、

有
機
野
菜
栽
培
は
ま
だ
本
格
的

に
始
ま
っ
て
い
な
い
。

　
　

今
後
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

戦
略
は
。

　
　

堆
肥
化
と
有
機
栽
培
を
組

み
合
わ
せ
た
循
環
型
観
光
地
を

実
現
し
、
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
狙
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対

応
し
た
先
進
事
例
と
し
て
全
国

に
発
信
し
、
視
察
の
受
け
入
れ

や
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

　
　

参
加
地
区
の
拡
大
は
。�

　
　

稲
取
地
区
か
ら
開
始
し
、

安
定
運
用
後
に
全
町
へ
拡
大
し

て
い
き
た
い
。

利用者から感謝の声が聞かれる
ノッカルひがしいず

Ｑ

Ａ
いつまでに公共交通の全体像をつくりあげるのか
現状まだ最終的な全体像を示す段階にない

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

　
　

ノ
ッ
カ
ル
ひ
が
し
い
ず
を

は
じ
め
様
々
な
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
に

全
体
像
を
作
り
あ
げ
る
の
か
。

　
　

ま
だ
最
終
的
な
全
体
像
を

示
す
段
階
に
な
い
が
公
共
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
が
そ
の
中
心
。
こ
れ

を
核
に
夜
間
の
タ
ク
シ
ー
と
の

連
携
な
ど
利
便
性
を
高
め
た

い
。
さ
ら
に
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー

モ
ビ
リ
テ
ィ
等
も
組
み
合
わ
せ

整
備
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
将

来
像
は
実
証
実
験
の
成
果
に
基

づ
き
構
築
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
取
り
組
み
が
可
能
か
を
判

断
す
る
た
め
に
は
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
と
の
認
識
だ
。

　
　

公
共
交
通
の
中
心
に
な
る

ノ
ッ
カ
ル
ひ
が
し
い
ず
の
ド
ラ

イ
バ
ー
登
録
状
況
は
。

　
　

登
録
ド
ラ
イ
バ
ー
は
42
名

で
内
役
場
職
員
は
29
名
だ
。
将

来
的
に
は
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
を

増
や
し
役
場
職
員
の
比
率
を
減

ら
し
て
い
き
た
い
。

　
　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
行
回
数

に
隔
た
り
は
あ
る
か
。

　
　

一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
１
名
に

約
６
割
が
集
中
し
て
お
り
、
運

行
の
安
定
性
の
観
点
か
ら
課
題

が
あ
る
。

　
　

現
行
の
利
用
料
は
あ
ま
り

に
も
安
価
で
あ
る
。
一
般
ド
ラ

イ
バ
ー
増
を
目
指
す
た
め
に
も

保
険
料
支
援
も
含
め
改
善
を
図

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
年
度
の
利
用
は
大
幅
増

と
な
っ
て
い
て
サ
ー
ビ
ス
へ
の

期
待
の
大
き
さ
の
表
れ
と
認

識
。
保
険
料
は
ド
ラ
イ
バ
ー
一

人
１
回
１
，
８
０
０
円
の
負
担

で
制
度
継
続
の
観
点
で
厳
し

い
。
利
用
料
は
早
け
れ
ば
新
年

度
か
ら
見
直
し
を
行
っ
て
行
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

稲
いな

葉
ば

　義
よし

仁
ひと

議員

と
な
る
よ
う
対
応
。

　
　

道
路
を
常
に
安
全
に
保
つ

視
点
か
ら
、
リ
ス
ク
が
高
い
枯

れ
木
等
の
伐
採
に
つ
い
て
補
助

制
度
を
設
け
る
こ
と
は
検
討
で

き
な
い
か
。

　
　

全
国
的
に
見
る
と
補
助
制

度
を
設
け
て
い
る
市
町
は
存
在

す
る
が
、
原
則
的
に
は
所
有
者

が
対
応
す
べ
き
も
の
。
た
だ
し

事
案
が
増
え
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
の
で
、
被
害
を
予
防
し

公
共
の
安
全
を
守
る
こ
と
、
ま

た
財
政
面
も
考
慮
し
な
が
ら
、

慎
重
に
で
も
検
討
を
進
め
た
方

が
い
い
の
か
な
と
も
思
う
。

　
　

地
域
の
安
全
に
ご
配
慮
い

た
だ
い
て
い
る
区
の
役
員
さ
ん

達
か
ら
の
相
談
も
あ
る
と
聞
い

た
。
そ
う
い
っ
た
活
動
を
力
づ

け
る
意
味
で
も
是
非
ご
検
討
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

行
政
に
何
か
を
伝
え
た
ら

何
か
が
返
っ
て
く
る
と
い
う
雰

囲
気
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
も
含
め
、
新

し
い
取
り
組
み
が
で
き
る
か
検

討
し
た
い
。

Ｑ

Ａ
　

ＱＡ
　

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＱＡＱＡ

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ａ ＱＡ ＱＡＱ

ＱＡ

ＱＡ
　

ＱＡ
　

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
役場立体駐車場の避難タワー的な役割は
避難のための施設ではなく第一の選択肢として適切ではない

Ｑ

Ａ
高齢者・介護の声を聞いたか
話し合う場を設けるため現在調整中である

ケアマネージャーから意見
を聞く文教厚生常任委員会

　
　

港
周
辺
の
観
光
客
を
避
難
さ

せ
る
た
め
外
階
段
に
避
難
看
板
を

設
置
す
る
考
え
は
。

　
　

近
隣
の
高
台
へ
の
避
難
が
最

優
先
で
、
そ
の
た
め
の
避
難
誘
導

標
識
の
設
置
等
の
対
策
が
重
要
。

外
階
段
で
避
難
を
す
る
こ
と
自
体

は
排
除
し
な
い
が
、
周
辺
は
埋
め

立
て
造
成
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
も
あ

り
液
状
化
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
認

識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

７
月
30
日
に
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

半
島
を
震
源
と
し
た
地
震
が
発
生

し
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
が
町

の
対
応
は
。

　
　

同
報
無
線
や
情
報
配
信
メ
ー

ル
、
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
避
難
を
呼

生ごみのリサイクル

Ｑ

Ａ
ゴミ堆肥化事業の現状は
契約書の不備等を見直し中で事業は一時中断

　
　

現
在
ま
で
の
進
行
状
況
と

業
務
実
績
は
。

　
　

初
年
度
は
１
，
０
０
０
㎏

の
ご
み
を
受
入
れ
８
０
０
㎏
の

堆
肥
を
製
造
。
今
年
度
は
７
月

ま
で
に
20
㌧
の
ご
み
を
受
入
れ

18
㌧
の
堆
肥
を
製
造
。

　
　

ご
み
堆
肥
化
事
業
に
つ
い

て
の
進
捗
は
。

　
　

契
約
書
の
不
備
や
そ
の
他

の
問
題
点
を
見
直
し
中
で
、
事

業
は
一
時
中
断
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
事
業
を
町
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
戦
力
と
し
た
理
由
は

何
か
。

　
　

町
全
体
が
一
体
と
な
っ
て

環
境
対
策
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

日頃の準備が大切

Ｑ

Ａ
7/30の津波警報で見えた課題は
帰宅困難者への対応の手順の見直し等がある

　
　

帰
宅
困
難
者
（
観
光
客
）

へ
の
対
応
は
。

　
　

旅
館
組
合
や
観
光
協
会
と

の
協
議
に
加
え
、
よ
り
に
実
質

的
な
対
応
を
図
る
為
に
、
近
隣

自
治
体
や
交
通
事
業
者
と
の
検

討
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応

と
し
て
多
言
語
化
の
推
進
と
共

に
エ
リ
ア
外
の
携
帯
端
末
等
に

強
制
的
に
送
付
で
き
る
緊
急
速

報
メ
ー
ル
の
活
用
も
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
　

防
災
訓
練
を
自
主
防
だ
け

で
な
く
、
各
種
団
体
等
と
実
施

す
る
お
考
え
は
。

　
　
「
高
齢
者
や
福
祉
の
現
場

の
声
を
町
長
は
聞
く
べ
き
」
と

の
提
言
に
ど
う
対
応
さ
れ
た
の

か
。

　
　

広
く
現
場
の
声
を
聞
く
こ

と
は
大
変
重
要
と
感
じ
て
お

り
、
担
当
課
に
指
示
を
出
し
、

介
護
支
援
専
門
員
と
の
話
し
合

い
の
場
を
設
け
る
べ
く
調
整
し

て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
か
ら
、
健
康
づ
く
り
は
み

ん
な
の
課
題
」
と
い
う
提
言
の

受
け
止
め
は
。

　
　

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど

多
様
化
す
る
中
で
、
個
人
の
努

こらっしぇ建設前に修繕
された駐車場の外階段

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

組
む
こ
と
で
、
町
民
ひ
と
り
ひ

と
り
の
意
識
を
高
め
町
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
育
み
、
循
環
型
観

光
地
と
し
て
国
内
外
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
。

　
　

委
託
契
約
中
の
企
業
を
特

名
随
意
契
約
の
相
手
先
と
し
て

選
択
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　

地
域
の
課
題
解
決
や
環
境

負
荷
の
軽
減
等
を
目
的
と
し
た

包
括
連
携
協
定
を
締
結
中
で
、

一
般
的
な
委
託
契
約
の
範
疇
を

超
え
た
共
同
体
制
が
確
立
し
て

お
り
他
の
事
業
者
に
代
替
が
難

し
い
と
判
断
し
た
。

　
　

令
和
６
年
２
月
に
結
ば
れ

た
包
括
連
携
協
定
と
は
何
か
。

　
　

廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
原

料
化
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
有

機
栽
培
推
進
に
関
す
る
こ
と
、

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
Ｐ
Ｒ
戦
略

に
関
す
る
こ
と
、
地
場
産
品
出

口
戦
略
に
関
す
る
こ
と
、
有
事

の
際
の
食
料
確
保
に
関
す
る
こ

と
、
以
上
に
よ
り
単
な
る
ご
み

問
題
の
解
決
策
に
と
ど
ま
ら

ず
、
当
町
の
将
来
の
発
展
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
る
。

力
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。
一
方
、
人

も
予
算
も
限
ら
れ
た
中
で
は
あ

る
が
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
抜
本
的
な
拡
充
強
化
を
求
め

る
」
へ
の
対
応
は
。

　
　

終
活
で
は
終
活
ノ
ー
ト
を

配
布
し
活
用
講
座
を
開
催
し

た
。
終
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
新
技
術
を
取
り
入

れ
、
現
体
制
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
マ
ン

シ
ョ
ン
と
の
連
携
に
つ
い
て
は

住
民
の
見
守
り
等
、
自
主
的
に

取
り
組
む
体
制
が
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
る
た
め
、
側
面
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

介
護
事
業
所
へ
の
支
援
に

つ
い
て
の
対
応
は
。

　
　

介
護
職
員
の
資
質
向
上
お

よ
び
人
材
確
保
に
向
け
た
補
助

金
制
度
を
整
備
し
た
。
今
後
も

国
県
の
方
向
を
見
守
り
つ
つ
、

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

び
か
け
、
役
場
四
階
に
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
後
、

町
内
６
か
所
に
避
難
所
を
開
設
、

同
報
無
線
で
避
難
を
呼
び
か
け

た
。

　
　

役
場
本
庁
舎
は
津
波
浸
水
想

定
区
域
に
位
置
す
る
が
、
通
常
の

業
務
を
行
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
避

難
の
必
要
は
な
か
っ
た
か
。

　
　

現
在
は
災
害
対
策
本
部
を
庁

舎
外
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
段
階
の
た
め
、
職

員
の
避
難
に
つ
い
て
は
体
制
が

整
っ
て
い
な
い
。
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
職
員
に
つ
い
て
は
図
書
館

に
避
難
さ
せ
た
。

　
　

発
表
時
、
町
長
は
ど
こ
に
い

て
ど
の
よ
う
な
指
示
を
出
し
た

か
。

　
　

出
張
中
の
た
め
電
話
で
現
状

確
認
を
行
い
、
町
の
業
務
継
続
計

画
に
基
づ
き
副
町
長
を
代
理
と
し

て
対
応
に
当
た
る
よ
う
指
示
を

行
っ
た
。
帰
町
後
は
、
駅
に
滞
留

す
る
観
光
客
を
速
や
か
に
移
送
す

べ
く
河
津
町
に
も
応
援
を
依
頼

し
、
中
型
バ
ス
で
修
善
寺
駅
ま
で

送
っ
た
。

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

議員

　
　

当
町
に
お
い
て
は
６
月
に

土
砂
災
害
全
国
防
災
訓
練
、
９

月
に
総
合
防
災
訓
練
、
12
月
に

地
域
防
災
訓
練
、
３
月
に
津
波

避
難
訓
練
の
年
間
４
回
の
訓
練

を
実
施
。
９
月
27
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
総
合
防
災
訓
練
で
は

消
防
団
だ
け
で
な
く
、
駿
東
伊

豆
消
防
本
部
、東
伊
豆
消
防
署
、

陸
上
自
衛
隊
、
静
岡
県
看
護
協

会
賀
茂
地
区
支
部
に
協
力
依
頼

を
し
て
、
講
習
も
行
っ
て
い
た

だ
く
予
定
。
今
後
は
陸
上
・
海

上
自
衛
隊
や
日
本
港
湾
空
港
建

設
協
会
静
岡
支
部
と
の
防
災
訓

練
も
計
画
し
て
い
る
。

　
　

避
難
所
で
の
職
員
を
含
め

た
熱
中
症
対
策
は
。

　
　

今
回
避
難
所
で
受
付
を
担

当
し
た
職
員
は
エ
ア
コ
ン
の
な

い
環
境
で
の
対
応
だ
っ
た
為
、

今
後
は
受
付
場
所
も
含
め
全
て

の
箇
所
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

水
分
補
給
の
呼
び
か
け
や
エ
ア

コ
ン
の
あ
る
施
設
の
設
置
、
熱

中
症
対
策
の
為
の
資
機
材
の
準

備
な
ど
可
能
な
限
り
暑
さ
対
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡＱＡ
　

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

ＱＡＱＡ

ＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡ ＱＡ

ＱＡＱＡ

Ａ ＱＱ

ＡＡ Ｑ
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議 案 審 議委 員 会 報 告 他

第３回定例会の議案と各議員の 賛否 〇  賛成　×  反対

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

条　例　改　正

議案第43号　職員駐車場使用料徴収条例制定 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第44号　観光振興基金条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第45号　町職員の育児休業等に関する条例の一部　　　　
改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第46号　町庁舎駐車場の設置、管理に関する条例
の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第47号　選挙における選挙運動の公費負担に関す
る条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第48号　印鑑条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第49号　消防団員の定員、任命、給与、服務等に
関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第50号　水道事業給水条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

補　正　予　算

議案第51号　財産の取得について 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号　令和７年度一般会計補正予算（第２号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第53号　令和７年度国民健康保険特別会計補正予
算（第２号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第54号　令和７年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号　令和７年度介護保険特別会計補正予算（第
１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号　令和７年度水道事業会計補正予算（第２号）可決（11：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第65号　令和７年度一般会計補正予算（第３号） 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

決　算　審　査

議案第57号　令和６年度一般会計歳入歳出決算認定 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第58号　令和６年度国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第59号　令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第60号　令和６年度介護保険特別会計歳入歳出決
算認定 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第61号　令和６年度稲取財産区特別会計歳入歳出
決算認 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第62号　令和６年度風力発電事業特別会計歳入歳
出決算認定 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第63号　令和６年度幼児教育アドバイザー共同設
置事業特別会計歳入歳出決算認定 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

議案第64号　令和 6年度水道事業会計決算認定 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

意見書・発議

意見書第１号　水道施設の耐震化等の整備に対する財政
支援を求める意見書 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

発議第１号　議案56号令和７年度水道事業会計補正予
算（第２号）に対する附帯決議 可決（10：０） 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 欠 〇 〇

※�　文教厚生常任委員会では、昨年の能登半島地震で大きな被害を出し、復�　文教厚生常任委員会では、昨年の能登半島地震で大きな被害を出し、復
旧復興の足枷となった水道事業について、所管事務調査を行いました。旧復興の足枷となった水道事業について、所管事務調査を行いました。

水道事業に関する調査報告書を提出

議会に提出された陳情書
　　　　及び嘆願書を委員会で調査
　議会では、提出された「東伊豆町小中学校及び県立稲取高校の統合に関
する陳情書」及び340筆の署名が添付された「東伊豆町小中学校及び稲取
高校の統合に関する嘆願書」を文教厚生常任委員会に付託して審査をする
ことにしました。
　付託を受けて開かれた文教厚生常任委員会では、陳情者等の意見を聞く
とともに、保護者など関係者の意見を聞くことを予定しています。
　第一弾として、保護者のみなさんに、学校統合計画の浸透状況や計画に
対する意見や不安・疑問などの声を、学校、認定こども園、幼稚園、保健
センターなどを通じて伺う予定です。保護者のみなさんにはご理解ご協力
をお願いします。

現状と課題現状と課題
①築60年を超える浄水場や配水タンクの老朽化が進んでいる。
②水道管の改修率は49.39％、耐震化率は9.5％（令和５年度）約５割の水道管
　は法定耐用年数を超えている。
③25％の水を漏水等で失っている。　
④利益は1600万円程度であり、施設の改修等の費用が算出できない。
　令和５年度の施設更新率は０％である。

　地震などの災害に強い水道施設にするためには数十億円以上の工事費用が必要になるため
水道料金の見直しが必要となることから次のような提言をまとめました。

AI などの新技術を活用して効率的な水道管の維持改修を行なうこと。提言1

国・県からの支援が必要であること。提言2

「資金収支方式」の検討もすること。提言3

水道事業の専門的な人材の育成、指定工事事業者の確保も課題である。提言4

報告書はコチラ
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　今回は、10周年を迎えた町内最大級のフリーマー
ケット「グリーン・フォレスト・フェスティバル」の
主催団体代表 上嶋玲子さんにお話を伺ってきました。
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会場入口ゲート
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多くの飲食店が出店
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